
「
市
河
文
書
」
註
釈
稿
　
(
四
)

牛
山
佳
幸

210

⑯
　
左
衛
門
少
尉
一
致
書
状

中
野
馬
允
与
二
木
嶋
兵
衛
尉
ハ
依
二
二
久
見
山
鷹
子
盗
人
事
い
重
申
賜
十
月
十
三
日

御
教
書
、
同
月
廿
九
B
到
来
、
畏
以
賜
預
候
了
、
但
就
二
先
度
八
月
十
九
日
御

教
堂
只
度
々
燭
鳳
遣
木
嶋
兵
衛
尉
之
許
一
之
処
、
寄
二
事
於
忌
禁
一
而
、
凡
不
レ
及
二

封
決
一
候
之
処
、
任
二
重
御
下
知
之
旨
ハ
頻
催
申
候
之
閤
、
今
月
八
日
於
二
守
護
所

政
所
（
両
方
尋
承
候
了
、
而
木
嶋
兵
衛
尉
申
状
云
、
彼
鷹
栖
在
所
者
依
レ
爲
二
計

美
之
領
一
所
下
レ
也
云
々
、
中
野
馬
允
申
状
云
、
志
久
見
山
之
条
顕
然
也
、
且
　
故

大
将
殿
御
時
、
依
二
御
厚
麻
事
嗣
野
平
六
訴
申
候
之
時
、
於
二
志
久
見
山
境
’
者
埴

宇
と
爲
レ
境
之
由
、
其
聞
明
白
之
上
、
何
木
嶋
兵
衛
尉
初
者
爲
二
木
嶋
内
一
之
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
継
嗣
裏
花
揮
×
兼
致
）

乍
レ
申
、
今
者
爲
騙
一
計
美
領
内
一
之
由
号
申
之
旨
、
前
後
栢
違
之
条
、
無
レ
謂
之
由

申
レ
之
、
侃
是
非
不
二
分
明
｝
候
爵
問
、
相
一
一
尋
計
美
五
郎
…
候
之
処
、
返
事
意
業
レ

此
候
、
此
上
者
爲
二
志
久
見
山
内
｝
掘
割
、
不
レ
可
レ
及
二
子
細
一
三
之
処
、
木
嶋
兵

衛
尉
凡
彼
鷹
子
四
、
同
鷹
盗
人
三
人
不
レ
出
候
、
且
彼
山
境
相
論
之
鳥
海
、
中
野

馬
允
難
訓
二
具
古
老
猟
師
三
人
ハ
爲
二
志
久
見
山
一
之
旨
申
候
之
上
、
且
往
代
潮
繋

方
々
致
二
勘
申
一
候
、
木
嶋
兵
衛
尉
者
錐
下
酒
二
上
醜
美
領
脚
由
】
候
炉
計
美
五
郎
書

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

状
云
、
中
野
馬
事
与
ニ
ミ
親
｝
相
互
不
レ
及
二
境
相
論
一
云
々
、
不
レ
及
二
子
細
一
候
、
於
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

然
者
、
於
二
彼
鷹
子
四
、
盗
入
三
人
㎝
墨
黒
レ
可
レ
及
二
拘
短
詩
且
致
二
件
鷹
選
入
中

三
郎
男
一
号
、
度
々
大
袋
無
二
其
隠
｝
之
條
顕
然
候
之
間
、
可
レ
嵐
二
彼
奴
原
一
之
由

数
度
錐
二
鰯
申
候
ハ
一
切
無
二
承
引
…
候
、
此
上
者
難
レ
三
二
私
成
敗
一
候
、

可
下
令
二
披
露
一
給
上
候
、
兼
致
恐
怪
謹
書

（
寛
喜
元
年
匡
一
二
…
…
九
）

　
　
十
一
月
廿
八
日
　
左
衛
門
少
尉
兼
帯
奉
（
裏
花
押
）

進
上
　
刑
部
藤
内
殿

以
一
庇
旨
一

追
言
上

　
計
美
五
郎
返
状
｝
通
、
志
久
見
由
古
老
猟
師
江
権
守
申
状
一
通
、
比
企
判

　
嘗
之
時
猟
師
別
家
二
郎
追
書
状
一
通
、
進
二
上
之
ハ
重
兼
致
傷
浪
謹
言
（
裏

　
花
押
）

〈
釈
文
〉

中
野
馬
允
と
木
嶋
丘
ハ
衛
尉
と
兼
久
見
山
鷹
子
盗
人
の
事
に
よ
り
、
重
ね
て
申
し

賜
わ
る
十
月
十
三
日
御
教
書
、
同
月
廿
九
日
到
来
す
。
畏
み
以
っ
て
賜
わ
り
預

か
り
候
ひ
了
ぬ
。
但
し
、
先
度
八
月
十
九
日
御
教
書
に
就
い
て
、
度
々
木
嶋
兵

衛
尉
の
許
に
触
れ
遣
は
し
候
ふ
の
処
、
事
を
忌
禁
に
寄
せ
て
、
凡
そ
対
決
に
及

は
す
候
ふ
の
処
、
重
ね
て
の
御
下
知
の
旨
に
任
せ
て
、
頻
り
に
催
し
候
ふ
の
間
、

今
月
八
日
、
守
護
所
政
所
に
お
い
て
両
方
に
尋
ね
承
り
候
ひ
了
ん
ぬ
。
而
る
に

木
嶋
兵
衛
尉
の
申
状
に
云
は
く
、
か
の
鷹
の
栖
む
在
所
は
計
美
の
領
た
る
に
依

っ
て
下
ろ
す
所
な
り
と
云
々
。
中
野
馬
允
の
申
状
に
云
は
く
、
志
久
見
山
の
条
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顕
然
な
り
。
か
つ
が
つ
故
大
将
殿
の
御
時
、
御
厚
麻
の
事
に
よ
り
野
平
六
訴
へ

申
し
候
ふ
の
時
、
志
久
見
山
の
境
に
お
い
て
は
、
埴
宇
と
境
た
る
の
由
、
其
の

聞
え
明
白
の
上
、
何
ぞ
木
嶋
兵
衛
尉
初
め
は
木
嶋
の
内
た
る
の
由
申
し
乍
ら
、

今
は
計
較
領
の
内
た
る
の
由
号
し
申
す
の
旨
、
前
後
栢
違
す
る
の
条
、
謂
れ
な

き
の
由
こ
れ
を
申
す
。
傍
っ
て
、
是
非
分
明
な
ら
ず
候
ふ
の
間
、
計
八
五
郎
に

相
ひ
尋
ね
候
ふ
の
処
、
返
事
の
状
か
く
の
如
く
候
ふ
。
こ
の
上
は
志
久
見
山
の

内
た
る
の
冒
、
子
細
に
及
ぶ
べ
か
ら
ず
候
ふ
の
処
、
木
嶋
兵
衛
尉
、
凡
そ
彼
の

鷹
子
四
、
同
じ
く
鷹
盗
人
三
人
出
さ
ず
候
ふ
。
且
う
は
か
の
山
境
相
論
の
間
に
、

中
野
馬
允
は
古
老
猟
師
三
人
を
相
ひ
具
し
、
志
久
見
山
た
る
の
旨
申
し
候
ふ
の

上
、
且
う
は
往
代
の
証
拠
を
方
々
勘
申
致
し
候
ふ
。
木
嶋
兵
衛
尉
は
計
量
領
の

由
号
し
申
し
候
ふ
と
錐
も
、
計
美
五
郎
の
書
状
に
云
は
く
、
中
野
馬
允
と
実
親

と
相
互
に
境
相
論
に
及
ば
ず
と
云
々
。
子
細
に
及
ば
ず
候
ふ
。
然
る
に
お
い
て

は
、
か
の
鷹
子
四
、
盗
人
三
人
に
お
い
て
は
拘
惜
に
及
ぶ
べ
か
ら
ず
。
か
つ
が

つ
件
の
鷹
盗
人
中
、
三
郎
男
に
到
り
て
は
、
度
々
大
袋
そ
の
隠
れ
な
き
の
條
、

顕
然
に
候
ふ
の
問
、
か
の
奴
原
を
出
だ
す
べ
き
の
由
、
数
度
触
れ
申
し
候
ふ
と

錐
も
、
一
切
承
引
な
く
候
ふ
。
こ
の
上
は
私
の
成
敗
に
叶
ひ
難
く
候
ふ
。
こ
の

旨
を
以
っ
て
披
露
せ
し
め
給
ふ
べ
く
候
ふ
。
兼
致
恐
擦
謹
言
。

　
　
十
一
月
廿
八
日
　
左
衛
門
少
尉
兼
学
奉
（
裏
花
押
）

進
上
　
刑
部
藤
内
懸

鼻
っ
て
雷
上
す
。

　
計
美
五
郎
返
状
一
通
、
志
久
見
山
の
古
老
猟
師
江
権
守
申
状
一
通
、
比
企
判

　
官
の
蒔
の
猟
師
別
當
二
郎
追
っ
て
の
書
状
一
通
、
こ
れ
を
進
上
す
。
重
ね
て

　
兼
致
面
恥
降
細
帯
口
。
　
（
裏
花
押
）

〈
語
註
〉

木
嶋
兵
衛
尉
　
木
嶋
郷
の
在
地
領
主
（
地
頭
）
。
高
井
郡
木
嶋
郷
は
飯
山
盆
地

　
の
千
曲
川
右
岸
の
地
（
現
在
の
飯
山
市
か
ら
下
高
井
郡
木
島
平
村
に
か
け
て

　
の
地
）
に
位
置
し
た
公
領
で
、
東
は
樽
川
を
境
に
毛
見
郷
や
犬
飼
郷
と
接
し

　
て
い
た
。
そ
の
居
館
跡
に
つ
い
て
は
、
旧
上
木
島
地
区
に
四
ケ
所
ほ
ど
比
定

　
地
が
あ
り
、
な
か
で
も
大
町
館
と
中
町
館
の
規
模
は
大
き
い
。

鷹
子
　
た
か
の
こ
。
鷹
の
雛
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
鷹
狩
り
用
に
調
教
す
る
鷹
の

　
雛
を
指
し
て
い
る
。
鷹
狩
り
に
つ
い
て
は
補
註
参
照
。

寄
二
事
於
忌
林
歩
　
事
を
平
心
に
寄
せ
て
。
「
寄
二
早
発
O
O
こ
で
「
O
O
を
口

　
実
に
し
て
」
の
意
。
「
移
譲
」
は
正
し
く
は
「
禁
忌
」
で
、
病
気
や
葬
祭
な

　
ど
の
障
り
の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
が

対
決
　
鎌
倉
幕
府
の
訴
訟
手
続
の
一
つ
。
三
問
三
答
に
わ
た
る
訴
訟
を
番
え
た

　
あ
と
で
、
な
お
理
非
（
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
）
が
は
っ
き
り
し

　
な
い
場
合
に
、
訴
人
（
原
省
）
と
論
人
（
被
告
）
の
両
当
事
者
が
裁
判
所

　
（
幕
府
の
引
付
方
や
守
護
所
）
の
召
下
に
よ
っ
て
出
頭
し
、
交
互
に
裁
判
所

　
の
提
示
す
る
論
点
に
対
し
て
口
頭
弁
論
を
行
な
う
こ
と
。

催
申
　
も
よ
お
し
も
う
す
。
「
催
～
」
で
「
せ
き
た
て
て
～
す
る
㎏
の
意
。

守
護
所
　
鎌
倉
時
代
の
信
濃
守
護
所
の
所
在
地
を
示
す
明
確
な
史
料
は
な
い
が
、

　
南
北
朝
期
に
は
埴
科
郡
船
山
郷
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
（
市
河
文
書
9
9

　
号
、
観
応
二
年
三
月
日
市
河
頼
房
代
泰
房
軍
忠
状
）
、
一
方
、
当
郷
の
鎌
倉

　
末
期
に
お
け
る
地
頭
が
、
信
濃
守
護
の
北
条
基
盤
（
守
矢
文
書
、
嘉
暦
四
年

　
三
月
日
鎌
倉
幕
府
下
知
状
案
）
と
得
宗
被
窟
で
幕
府
公
事
奉
行
人
の
諏
方
時

　
光
（
鴨
神
氏
系
図
』
）
の
両
名
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
末
期
に
す
で
に
船
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山
郷
（
戸
倉
町
小
船
山
が
そ
の
遺
称
）
に
所
在
し
た
可
能
性
が
高
い
。

政
所
　
こ
こ
で
は
家
政
機
関
と
し
て
の
政
所
（
5
号
文
書
の
語
釈
参
照
）
で
は

　
な
く
、
守
護
の
執
務
所
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
「
政
所
」
と
呼
ば
れ
て

　
い
る
の
は
、
北
条
氏
所
領
の
基
本
的
な
管
理
機
構
が
公
文
所
（
鎌
倉
）
一
政

　
所
（
現
地
）
一
身
主
（
地
頭
代
）
と
い
う
系
列
で
な
さ
れ
て
い
た
八
入
間
田

　
宣
夫
「
鎌
倉
時
代
の
国
家
権
力
」
、
峰
岸
純
夫
編
『
大
系
田
本
国
家
史
2
中

　
世
』
所
収
、
一
九
七
五
年
）
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
い

　
ず
れ
に
し
て
も
、
実
際
に
現
地
に
い
た
の
は
、
本
文
書
で
も
明
ら
か
な
よ
う

　
に
守
護
代
で
あ
っ
た
。
守
護
所
の
裁
判
に
つ
い
て
は
補
註
参
照
。

鷹
栖
　
た
か
の
す
。
鷹
の
巣
。
あ
る
い
は
「
た
か
の
す
む
」
と
読
む
べ
き
か
も

　
し
れ
な
い
。

計
美
　
け
み
。
計
美
郷
。
高
井
郡
に
属
し
「
毛
見
」
と
も
表
記
す
る
。
南
は
木

　
島
郷
、
北
は
犬
飼
郷
に
接
し
て
い
た
。
現
在
の
下
高
井
郡
木
島
平
村
内
の
樽

　
　
　
ま
ぐ
せ

　
川
と
馬
曲
川
に
囲
ま
れ
た
地
域
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
居
館
跡
は
中
島

　
集
落
の
字
「
梨
の
木
」
の
地
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

下
　
お
ろ
す
。
雛
を
巣
か
ら
下
す
こ
と
。
通
例
、
調
教
訓
練
の
た
め
に
巣
下
し

　
す
る
時
期
は
五
、
六
月
頃
で
あ
っ
た
。

且
か
つ
が
つ
。
①
二
方
で
は
」
、
②
「
不
十
分
な
が
ら
」
、
「
業
あ
ま
あ
」

　
と
い
っ
た
意
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
①
。

故
大
将
殿
　
「
大
将
」
は
右
近
衛
大
将
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
源
頼
朝
を
指
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
は
だ

御
厚
麻
　
意
味
不
明
。
な
お
、
「
厚
麻
」
を
「
黄
麻
」
と
す
る
と
、
「
黄
藥
で
染

　
め
た
黄
麻
紙
」
の
こ
と
で
、
転
じ
て
詔
書
や
勅
書
の
こ
と
を
指
す
。

野
平
六
　
や
へ
い
ろ
く
。
人
名
と
思
わ
れ
る
が
身
分
も
素
姓
も
不
明
。

埴
宇
　
地
名
。
「
は
に
ゅ
う
」
と
読
む
か
。
た
だ
し
、
地
字
名
と
し
て
は
現
存

　
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

無
レ
謂
　
い
は
れ
な
し
。
道
理
に
合
わ
な
い
。

分
明
　
ぶ
ん
み
ょ
う
。
は
っ
き
り
す
る
こ
と
。

計
美
五
郎
計
美
郷
の
領
主
（
地
頭
）
。
実
名
は
本
文
中
に
見
え
る
「
実
親
」
。

且
～
且
～
　

「
か
つ
う
は
～
、
か
つ
う
は
～
」
と
読
み
、
「
～
し
た
り
、
～
し

　
た
り
」
の
立
思
の
対
句
表
現
。

古
老
　
こ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
「
故
事
に
通
じ
て
い
る
人
」
の
意
が
こ
め
ら
れ
て

　
い
る
。

相
具
　
あ
ひ
ぐ
す
。
連
れ
だ
つ
。
伴
う
。

往
代
　
お
う
だ
い
。
過
去
。
昔
。

方
々
　
か
た
が
た
。
あ
れ
こ
れ
。
い
ろ
い
ろ
と
。

重
鉢
　
　
「
か
ん
し
ん
」
ま
た
は
「
か
ん
が
え
も
う
す
」
。
必
要
な
先
例
や
典
拠

　
を
調
べ
て
書
上
す
る
こ
と
。

智
慮
　
こ
う
し
も
う
す
。
～
と
言
い
な
す
。
強
く
主
張
す
る
。

実
親
　
さ
ね
ち
か
。
前
出
の
計
美
五
郎
。
計
美
（
毛
見
）
氏
は
「
実
」
を
通
字

　
と
し
て
い
た
ら
し
く
、
鵬
号
文
書
の
観
応
二
年
六
月
二
臼
足
利
直
義
御
教
書

　
に
も
「
毛
見
彦
次
郎
実
綱
」
が
見
え
る
。

不
レ
及
二
子
細
…
し
さ
い
に
お
よ
ぼ
ず
。
あ
れ
こ
れ
言
及
し
な
い
。

拘
借
　
　
「
こ
う
じ
ゃ
く
」
も
し
く
は
「
か
か
え
お
し
む
」
。
こ
こ
で
は
罪
科
人

　
な
ど
を
か
く
ま
う
こ
と
。

三
郎
男
　
さ
ぶ
ろ
う
だ
ん
。
三
郎
は
木
島
郷
内
の
住
人
か
。
「
男
」
は
身
分
の

　
低
い
男
性
を
軽
ん
じ
た
呼
び
方
。

大
袋
　
お
お
ぶ
く
ろ
。
中
世
の
犯
罪
名
の
一
つ
で
、
大
き
な
袋
に
盗
品
を
入
れ

　
て
持
ち
去
る
盗
犯
の
こ
と
を
言
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
号
文
書
は
大
袋
の
初

鳳
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見
史
料
だ
が
、
一
般
的
に
は
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
頻
出
。
大
袋
の
研

　
究
史
に
つ
い
て
は
補
註
参
照
。

奴
原
　
「
や
っ
こ
ぼ
ら
㎏
ま
た
は
「
や
つ
ぼ
ら
」
。
目
下
の
者
を
親
し
ん
で
呼

　
ぶ
場
合
と
、
身
分
の
卑
し
い
者
に
対
す
る
駈
称
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
後

　
者
。

承
引
　
し
ょ
う
い
ん
。
承
諾
す
る
。
聞
き
入
れ
る
こ
と
。

私
成
敗
　
わ
た
く
し
の
せ
い
ぼ
い
。
こ
こ
で
は
守
護
代
に
よ
る
検
断
権
の
行
使

　
を
意
味
す
る
か
。

左
衛
門
少
尉
兼
致
　
さ
え
も
ん
の
し
ょ
う
じ
ょ
う
か
ね
む
ね
。
氏
素
姓
不
明
だ

　
が
、
次
号
文
書
で
本
号
文
書
を
も
っ
て
「
守
護
霊
代
書
状
し
と
呼
ん
で
い
る

　
の
で
、
信
濃
守
護
北
条
重
時
の
代
官
（
守
護
代
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
な
お
、
佐
藤
進
一
『
贈
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』
八
五
頁
で
「
兼
致
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
牌
一
費

　
を
「
兼
隆
」
と
す
る
の
は
不
審
。

奉
　
1
5
号
文
書
傍
注
参
照
。
な
お
、
こ
の
部
分
、
『
信
濃
史
料
』
で
は
「
□
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
こ

　
と
し
、
『
大
日
本
史
料
』
で
は
「
下
口
」
と
す
る
。

面
部
藤
内
　
ぎ
ょ
う
ぶ
と
う
な
い
。
前
号
文
書
の
「
藤
内
左
衛
門
尉
」
、
次
号

　
文
書
の
「
原
田
藤
内
左
衛
門
尉
」
と
岡
～
人
物
か
。

江
権
守
　
こ
う
こ
ん
の
か
み
。
「
江
」
は
大
江
か
。
権
守
は
本
来
は
官
職
名
だ

　
が
、
こ
こ
で
の
用
い
方
に
つ
い
て
は
補
註
参
照

別
当
二
郎
　
猟
師
の
名
前
だ
が
氏
素
姓
は
不
明
。
別
当
に
つ
い
て
は
補
註
参
照

比
企
判
富
　
ひ
き
の
は
ん
が
ん
。
こ
こ
で
は
比
企
能
員
の
こ
と
。
判
官
（
読
み

　
は
「
ほ
う
が
ん
」
「
じ
ょ
う
」
と
も
）
は
律
令
官
制
で
第
三
等
官
の
総
称
だ

　
が
、
と
く
に
衛
門
尉
で
検
非
三
富
を
兼
ね
る
考
（
唐
名
で
延
尉
）
を
指
し
た
。

　
な
お
、
佐
藤
進
一
『
贈
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』
八
五
頁
で
は
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
口

記
事
を
も
っ
て
寛
喜
以
前
の
あ
る
時
期
に
お
い
て
、
比
企
丁
霊
が
信
濃
国
守

護
に
在
職
し
た
こ
と
を
示
す
徴
証
の
　
つ
と
し
て
い
る
。

〈
補
註
〉

鷹
狩
と
信
濃
　
鷹
狩
は
放
鷹
と
も
い
い
、
鷹
（
タ
カ
と
は
タ
カ
目
の
鳥
の
総
称

　
で
、
実
際
に
は
ハ
ヤ
ブ
サ
・
オ
オ
タ
カ
・
ハ
イ
タ
カ
な
ど
）
を
雛
の
う
ち
か

　
ら
飼
い
訓
ら
し
て
、
野
禽
・
小
獣
を
補
え
さ
せ
る
狩
猟
の
こ
と
で
、
我
が
国

　
で
は
古
代
か
ら
近
世
ま
で
、
常
に
政
治
的
権
力
と
結
び
つ
い
た
遊
戯
・
行
事

　
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
鎌
倉
幕
府
も
地
頭
ら
の
鷹
狩
に
つ
い
て
は
た

　
び
た
び
禁
止
し
て
い
る
が
、
武
士
の
本
分
で
あ
る
武
芸
と
も
重
な
る
た
め
、

　
こ
れ
を
好
ん
で
行
な
う
者
が
あ
と
を
断
た
な
か
っ
た
。
と
く
に
信
濃
の
場
合

　
に
は
山
国
で
良
質
の
鷹
に
恵
ま
れ
た
た
め
に
古
く
か
ら
盛
ん
で
、
ま
た
諏
方

　
大
閣
神
が
狩
猟
の
神
と
さ
れ
、
国
内
の
武
士
層
が
奉
仕
す
る
祭
礼
に
「
御
蟄

　
鷹
」
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
現
実
に
は
大
目
に
冤
ら
れ
て
い
た

　
ら
し
い
。
す
で
に
一
条
天
皇
の
時
に
、
天
皇
秘
蔵
の
鷹
を
調
教
し
て
芸
を
叡

　
覧
に
入
れ
、
恩
賞
と
し
て
非
豊
郷
に
屋
敷
・
田
地
を
賜
っ
た
と
い
う
検
校
豊

　
平
（
『
古
今
著
聞
集
』
二
十
、
魚
虫
禽
獣
）
の
話
が
伝
わ
る
の
を
始
め
、
将

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ず

　
軍
実
朝
に
鷹
飼
の
口
伝
故
実
を
語
り
、
購
を
使
っ
て
鳥
を
取
る
秘
術
を
披
露

　
し
た
桜
井
五
郎
（
『
吾
妻
鏡
』
元
久
三
年
三
月
十
二
B
条
）
、
「
東
国
無
双
の

　
鷹
匠
篇
と
呼
ば
れ
た
禰
津
神
平
貞
直
（
『
薬
方
大
明
神
画
詞
』
第
五
）
な
ど
、

　
鷹
狩
に
秀
で
た
信
濃
出
身
の
人
物
の
伝
承
や
逸
話
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の

　
も
、
そ
う
し
た
地
域
性
と
関
連
し
て
い
る
。
邑
久
見
分
の
山
聞
部
は
、
鷹
の

　
巣
を
保
護
し
て
そ
の
繁
殖
を
図
る
た
め
に
、
一
般
の
狩
猟
が
制
限
さ
れ
た
領

　
域
（
明
山
一
次
号
文
書
参
照
）
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
山
を
近
世
に
は
御
巣

四
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鷹
山
と
か
鷹
巣
山
と
呼
ん
だ
。
志
久
見
郷
に
関
し
て
も
、
天
正
九
年
（
一
五

　
八
｝
）
正
月
九
日
武
田
勝
頼
朱
印
本
案
（
石
井
華
氏
所
蔵
市
河
文
書
）
に

　
「
巣
山
」
の
用
語
が
所
見
し
て
い
る
。
鷹
巣
や
鷹
子
を
め
ぐ
る
相
論
は
こ
の

　
後
も
し
ぼ
し
ぼ
起
っ
た
ら
し
く
、
応
永
四
年
（
＝
二
九
七
）
に
は
守
護
斯
波

　
義
将
か
ら
、
勝
手
に
雛
を
下
し
た
者
は
盗
賊
と
し
て
処
罰
す
る
旨
の
下
知
が

　
出
さ
れ
て
い
る
（
市
河
文
書
捌
号
、
応
永
四
年
七
月
二
百
二
宮
是
々
奉
書
）
。

　
ち
な
み
に
、
他
国
の
鷹
…
菓
根
論
と
し
て
は
、
建
暦
三
年
（
＝
一
一
三
）
に
伊

　
賀
国
内
の
玉
滝
杣
と
信
楽
荘
の
百
姓
相
互
の
間
で
行
な
わ
れ
た
例
（
『
東
大

　
寺
要
録
』
所
引
受
暦
三
年
八
月
日
玉
滝
柚
百
姓
等
解
文
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。

守
護
所
の
裁
判
　
鎌
禽
時
代
の
訴
訟
制
度
は
、
刑
事
事
件
を
対
象
と
す
る
①
検

　
断
沙
汰
、
所
領
、
所
職
な
ど
の
不
動
産
関
係
を
対
象
と
す
る
②
所
務
沙
汰
、

　
そ
れ
以
外
の
昆
事
事
件
を
対
象
と
す
る
③
雑
務
沙
汰
、
の
三
種
類
が
あ
り
、

　
裁
判
を
扱
う
機
関
と
し
て
は
、
一
般
に
①
は
東
国
で
は
侍
所
（
な
お
、
六
波

　
羅
で
は
検
断
方
、
鎮
西
で
は
守
護
が
管
轄
）
、
②
は
幕
府
お
よ
び
六
波
羅
・

　
鎮
西
探
題
の
引
付
方
、
③
は
問
注
所
、
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う

　
し
た
三
区
分
が
定
ま
っ
た
の
は
得
宗
専
纒
が
確
立
す
る
十
四
世
紀
中
頃
以
降

　
の
こ
と
で
あ
る
。
本
件
の
よ
う
な
鷹
子
の
盗
犯
事
件
の
審
理
が
守
護
所
で
行

　
な
わ
れ
た
の
も
、
寛
喜
年
間
当
時
は
ま
だ
、
こ
の
よ
う
な
制
度
が
整
っ
て
い

　
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
ほ
か
に
実
行
犯
が
地
頭

　
進
谷
下
の
「
凡
下
輩
し
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

大
袋
の
研
究
史
　
大
袋
に
つ
い
て
は
近
年
の
社
会
史
ブ
ー
ム
の
中
で
若
干
注
目

　
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
本
格
的
な
研
究
は
少
な
く
、
実
態
や
名
称
の
由
来
等

　
を
め
ぐ
っ
て
一
部
で
は
「
謎
の
犯
罪
㎏
と
も
適
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、

　
古
典
的
な
研
究
と
言
え
る
の
が
石
井
良
助
「
古
法
綴
雑
考
e
」
（
『
國
家
学
会

雑
誌
』
五
一
…
六
、
一
九
三
七
年
）
で
あ
る
。
短
文
な
が
ら
、
『
沙
汰
未
練

書
』
を
始
め
、
市
河
文
書
・
光
明
寺
文
書
・
東
寺
百
合
文
書
・
常
陸
吉
田
社

文
書
・
覚
円
寺
文
書
・
『
細
々
総
記
』
な
ど
、
今
日
知
ら
れ
る
「
大
袋
」
所

見
史
料
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
挙
げ
て
検
討
し
、
奪
取
物
を
大
袋
に
入
れ
て

詩
ち
去
る
犯
罪
の
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
対
す
る

刑
罰
と
し
て
は
、
幕
府
法
は
不
明
だ
が
、
本
所
法
で
は
大
袋
人
知
行
の
田
畠

没
収
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
小
波
次
郎

「
『
大
袋
』
と
二
、
三
の
問
題
」
（
『
月
刊
歴
史
』
二
五
、
一
九
七
〇
年
）
で

は
、
丹
波
国
大
山
荘
の
地
頭
中
沢
氏
の
事
例
（
近
衛
家
文
書
）
を
根
拠
に
、

直
接
的
目
的
が
銭
貨
の
奪
取
に
あ
り
、
し
か
も
対
象
が
商
業
・
高
利
貸
に
あ

る
犯
罪
行
為
と
い
う
異
説
が
出
さ
れ
た
。
｝
方
、
網
野
善
彦
・
石
井
進
・
笠

松
宏
至
・
勝
俣
鎮
夫
『
中
世
の
罪
罰
』
（
一
九
八
三
年
）
で
は
、
笠
松
氏
が

申
世
ら
し
い
犯
罪
の
一
つ
と
し
て
大
袋
を
取
り
上
げ
、
石
井
良
助
氏
の
見
解

に
依
拠
し
て
大
ぎ
な
袋
を
持
っ
た
大
泥
棒
と
し
つ
つ
も
、
昼
強
盗
に
近
い
公

然
と
し
た
犯
罪
で
あ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
一
歩
踏

み
込
ん
だ
発
言
を
さ
れ
て
い
る
。
石
井
氏
以
後
、
最
も
詳
し
い
考
察
を
さ
れ

た
の
が
保
立
道
久
「
『
大
袋
』
の
謎
を
解
く
…
領
主
の
暴
力
と
拘
禁
…
」
（
同
氏
著

『
中
世
の
愛
と
従
属
』
所
収
、
一
九
八
六
年
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
絵
巻
に

現
わ
れ
た
「
袋
持
の
姿
を
手
が
か
り
に
、
袋
が
当
時
、
人
間
の
拉
致
誘
拐
の

た
め
の
拘
禁
用
塁
ハ
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
止
し
つ
つ
、
大
袋
を
「
人
売
り
砿
的

な
「
入
さ
ら
い
常
習
犯
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
の
犯
罪
が
検
断
沙
汰
に

属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
、
あ
る
い
は
雑
務
沙
汰
繋
属
の
「
拘
引
」
と
の

類
似
性
と
権
違
点
と
い
っ
た
重
要
な
論
点
も
提
起
さ
れ
て
お
り
、
大
袋
研
究

は
こ
れ
に
よ
っ
て
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

五
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大
袋
の
内
容
が
本
号
文
書
の
よ
う
に
鷹
の
雛
で
あ
っ
た
り
、
寺
院
の
本
尊
で

　
あ
っ
た
例
が
存
在
す
る
（
覚
際
寺
文
書
）
こ
と
か
ら
す
る
と
、
形
態
的
に
は

　
大
き
な
袋
に
盗
品
を
入
れ
て
持
ち
去
る
犯
罪
で
あ
る
と
す
る
、
石
井
氏
の
見

　
解
そ
の
も
の
は
微
動
だ
に
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

権
守
と
職
人
　
権
守
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
権
宮
は
令
制
に
見
え
な
い
職
名
で
、

　
経
歴
や
資
格
に
欠
け
て
正
官
に
任
ず
る
こ
と
の
で
き
な
い
宮
僚
を
便
宜
的
に

　
任
命
し
、
そ
の
俸
禄
を
支
給
し
た
こ
と
が
起
源
で
あ
る
。
と
き
に
左
遷
的
な

　
処
遇
に
充
て
ら
れ
た
例
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
本
質
的
な
も
の
で
は
な
い
。

　
権
留
は
本
項
の
権
守
や
権
介
と
い
っ
た
国
司
や
、
大
宰
権
帥
の
よ
う
な
地
方

　
官
か
ら
ま
ず
始
ま
り
、
次
第
に
中
央
官
（
夢
中
納
雷
な
ど
）
に
も
及
ん
で
い

　
つ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
俸
禄
支
給
を
圏
的
と
し
た
こ
と
が
売
窟
の
対

　
象
と
さ
れ
る
の
を
促
進
し
、
と
く
に
権
守
は
平
安
後
期
に
は
在
庁
官
人
層
や

　
地
方
有
力
武
士
の
中
に
も
名
乗
り
う
る
者
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
例
え

　
ぽ
、
紀
伊
の
湯
浅
権
守
宗
重
や
若
狭
の
稲
…
庭
権
守
時
定
な
ど
）
。
そ
の
一
方

　
で
、
官
途
の
一
種
と
し
て
職
人
層
に
も
与
え
ら
れ
る
事
例
が
現
わ
れ
た
。
こ

　
の
点
に
早
く
注
目
し
た
研
究
に
黒
川
正
宏
「
権
守
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴

　
史
』
一
五
〇
、
一
九
六
〇
年
）
が
あ
る
。
黒
川
氏
は
若
狭
秦
文
書
を
主
た
る

　
典
拠
に
、
漁
村
の
浦
刀
禰
層
が
権
守
の
呼
称
を
有
す
る
例
が
多
い
理
由
と
背

　
景
を
考
察
し
つ
つ
、
基
本
的
に
は
そ
れ
が
金
春
権
守
の
よ
う
な
猿
楽
座
の
座

　
頭
に
み
ら
れ
る
用
例
と
異
な
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
属
す
る
社
会
圏
で
優

　
越
し
た
存
在
を
誇
り
う
る
者
が
名
乗
り
え
た
、
と
い
っ
た
結
論
を
導
い
て
い

　
る
。
本
文
書
の
事
例
は
、
猟
師
の
世
界
も
ま
た
、
漁
村
と
同
様
の
社
会
集
団

　
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
が
名

　
誉
職
化
し
て
い
た
と
は
言
え
、
当
時
は
ま
だ
上
級
領
主
か
ら
補
任
さ
れ
る
も

　
の
で
、
決
し
て
潜
称
で
は
な
か
っ
た
点
か
ら
、
　
一
般
農
罠
と
は
異
な
っ
た
猟

　
師
（
広
い
意
味
で
の
職
人
）
の
社
会
的
地
位
と
い
っ
た
も
の
を
さ
ぐ
る
手
が

　
か
り
に
も
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
信
濃
の
在
地
史
料
に
見
え
る
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
守
と
し
て
は
、
ほ
か
に
「
檀
那
芋
呉
下
次
郎
権
守
大
仲
臣
盛
家
」
（
元
亨
二

　
年
戸
隠
中
院
に
施
入
さ
れ
た
『
妙
法
蓮
華
経
口
巻
第
二
奥
書
）
な
ど
の
例
が

　
あ
る
。

地
方
の
別
当
　
別
当
と
は
本
官
を
有
し
な
が
ら
別
の
職
務
を
担
当
す
る
と
い
う

　
の
が
原
義
で
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
長
富
を
意
味
し
て
い
る
。
権
守
と
同
様

　
の
い
わ
ば
令
外
の
職
で
、
平
安
期
以
降
に
な
っ
て
多
出
す
る
。
具
体
的
な
事

　
例
と
し
て
は
、
諸
大
寺
（
こ
れ
に
は
僧
職
と
俗
別
当
が
あ
る
）
、
蔵
人
所
、

　
検
非
違
使
、
上
皇
・
女
院
の
院
司
、
摂
関
・
大
臣
家
な
ど
の
家
政
機
関
（
政

　
所
）
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
別
当
が
あ
る
が
、
地
方
官
の
例
で
は
寺
院
を
除
く

　
と
、
武
蔵
国
内
の
勅
旨
牧
（
六
ケ
所
）
の
別
当
ぐ
ら
い
し
か
な
い
（
な
お
、

　
『
延
喜
式
』
四
十
八
、
左
右
馬
寮
の
規
定
に
よ
る
と
、
牧
の
別
当
は
武
蔵
の

　
み
で
、
甲
斐
・
信
濃
・
上
野
の
三
ケ
国
で
は
国
毎
に
主
監
が
置
か
れ
た
）
。

　
武
蔵
小
山
田
荘
の
在
地
領
主
小
山
田
氏
は
、
秩
父
牧
別
当
を
代
々
勤
め
た
秩

　
父
氏
の
一
流
で
、
鎌
倉
蒔
代
初
期
に
お
い
て
も
「
小
山
田
別
当
」
を
名
乗
り

　
と
し
て
い
た
（
『
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年
六
月
十
六
日
溜
）
。
本
文
書
の
「
別
当

　
二
郎
」
に
つ
い
て
は
、
何
に
由
来
す
る
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に

　
し
て
も
前
項
の
権
守
と
と
も
に
、
当
時
の
猟
師
の
社
会
的
地
位
を
示
唆
す
る

　
呼
称
で
あ
ろ
う
。

〈
翻
刻
V

　
『
信
濃
史
料
』
第
四
巻
二
五
～
七
頁
、
『
編
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三
巻
七

六
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～
八
頁
、
『
鎌
倉
遺
文
』

七
～
九
頁

三
九
〇
懸
号
、
『
大
日
本
史
料
』
第
五
編
之
五
一
二
九

　
　
ω
　
北
条
重
時
御
教
書

（
端
裏
轡
）

「
こ
れ
は
す
る
か
の
か
う
の
殿
御
け
ち
　
あ
け
山
の
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
条
重
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）

中
野
馬
允
申
、
爲
二
木
嶋
兵
衛
尉
】
被
レ
盗
二
取
鷹
子
一
二
事
、
如
二
守
護
所
代
書
状
一

難
、
件
鷹
子
お
ろ
す
所
思
爲
二
毛
見
五
郎
領
内
一
之
由
兵
衛
嚢
中
候
間
、
令
レ
相
黒

尋
毛
見
五
郎
一
之
処
、
如
“
書
状
一
門
中
野
馬
允
与
二
實
親
一
全
無
二
堺
論
一
云
々
、
侃

爲
二
志
下
見
内
一
之
条
不
レ
及
二
子
細
一
蓋
云
々
、
合
議
虻
田
子
四
井
同
盗
人
三
人
召
二

出
塁
本
所
ハ
可
下
墨
レ
言
二
土
案
内
｝
給
上
馬
、
兼
又
富
久
見
内
山
を
方
々
よ
り
越
レ

堺
、
任
二
自
由
｝
狩
な
と
を
し
、
不
レ
可
レ
有
二
狼
籍
㎜
之
由
、
可
下
令
二
下
知
一
寺
上
之

冒
候
也
、
傍
執
達
如
レ
件

　
　
宮
娑
昌
六
年
十
二
月
十
一
二
日
　
　
尾
張
貞
【
房
奉

原
田
藤
内
左
衛
門
尉
殿

〈
釈
文
〉

中
野
馬
允
申
す
、
木
島
兵
衛
尉
の
為
に
鷹
の
子
を
盗
み
取
ら
る
る
間
の
事
、
守

護
所
代
の
書
状
の
如
く
ん
ぽ
、
件
の
鷹
の
子
お
ろ
す
所
は
毛
見
五
郎
の
領
内
た

る
の
由
申
し
候
ふ
間
、
毛
見
五
郎
に
相
ひ
尋
ね
せ
し
む
の
処
、
書
状
の
如
く
ん

ぽ
中
野
序
言
と
実
親
と
全
く
堺
論
な
し
と
云
々
、
傍
っ
て
志
久
見
内
た
る
の
条

子
細
に
及
ば
ざ
る
か
と
云
々
、
て
へ
れ
ぽ
、
早
く
件
の
鷹
子
懸
、
喚
び
に
同
じ

く
盗
人
三
人
を
守
護
所
に
召
出
し
て
、
案
内
を
言
上
せ
し
め
給
ふ
べ
く
候
ふ
、

兼
て
又
、
志
久
見
内
の
山
を
方
々
よ
り
堺
を
越
へ
て
、
自
由
に
任
せ
て
狩
な
ど

を
し
、
望
事
有
る
べ
か
ら
ざ
る
の
由
、
下
知
せ
し
め
給
ふ
べ
き
の
旨
候
ふ
也
、

価
っ
て
執
達
件
の
如
し

　
　
寛
喜
六
年
十
二
月
十
三
日
　
尾
張
貞
房
奉
る

原
田
藤
内
左
衛
門
尉
殿

〈
語
註
V

あ
け
山
　
「
明
山
」
で
「
あ
き
山
」
と
も
編
む
。
中
世
、
農
民
の
日
常
生
活
に

　
必
要
な
薪
・
山
菜
・
下
草
な
ど
の
採
取
や
、
猟
師
の
入
会
が
条
件
付
き
で
認

　
め
ら
れ
た
山
の
こ
と
。
こ
れ
に
対
し
て
、
領
主
が
独
占
的
に
占
有
し
て
材
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
て
や
ま
　
　
　
　
じ
き
や
ま

　
代
採
や
狩
猟
を
全
蔑
的
に
禁
じ
た
山
を
立
山
と
か
直
山
と
呼
ん
だ
。
近
世
の

　
と
め
や
ま

　
留
山
・
御
料
林
も
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
「
あ
け
山
」
の
語
は
3
6
号
文
書
の

　
元
亨
二
年
十
月
十
一
日
市
河
盛
房
自
筆
譲
状
に
も
所
見
。
ち
な
み
に
、
現
在

　
の
栄
村
か
ら
新
潟
県
津
南
町
に
わ
た
る
地
域
の
通
称
で
あ
る
「
秋
山
郷
」
は
、

　
こ
の
明
山
が
語
源
と
考
え
ら
れ
る
。

守
護
所
代
書
状
　
前
号
文
書
の
左
衛
門
少
尉
兼
致
書
状
を
指
す
。

案
内
　
あ
な
い
。
①
保
存
し
て
後
日
の
参
考
に
す
る
た
め
文
書
を
書
き
写
し
た

　
も
の
、
②
物
事
の
事
情
・
内
容
、
③
取
り
次
ぎ
、
な
ど
の
意
が
あ
る
が
、
こ

　
こ
で
は
②
か
。

自
由
　
わ
が
ま
ま
勝
手
。
従
来
の
慣
習
や
先
例
な
ど
の
秩
序
に
逆
ら
い
、
乱
そ

　
う
と
す
る
行
為
に
対
し
て
使
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貞
房
力
×
奉
力
）

尾
張
黒
房
奉
　
こ
の
部
分
、
『
信
濃
史
料
』
で
は
「
尾
張
無
口
□
」
、
『
大
日
本

　
史
料
臨
で
は
「
尾
張
□
猶
」
と
す
る
。

原
田
藤
内
左
衛
門
尉
　
1
5
号
文
書
の
「
藤
内
左
衛
門
尉
」
の
艶
事
を
参
照
。
な

　
お
、
1
5
号
文
書
を
偽
文
書
と
す
れ
ぽ
、
奉
者
と
受
取
人
の
名
乗
り
は
本
号
文
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書
の
そ
れ
を
借
用
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

〈
補
註
V

16

・
ｶ
書
と
の
相
互
関
係
　
本
文
書
が
信
濃
守
護
代
左
衛
門
少
尉
兼
致
か
ら
原

　
田
藤
内
左
衛
門
尉
に
充
て
た
1
6
号
文
書
に
対
す
る
返
答
で
あ
る
点
か
ら
す
る

　
と
、
1
6
号
文
書
が
最
終
的
に
は
守
護
北
条
重
蒔
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
て
い

　
た
こ
と
、
お
よ
び
本
文
書
は
実
質
的
に
は
守
護
代
に
充
て
ら
れ
た
内
容
の
も

　
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
の
二
点
が
ほ
ぼ
閣
ら
か
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
さ
ら

　
に
、
尾
張
黒
房
が
重
時
の
右
筆
で
あ
り
、
原
田
藤
内
左
衛
門
尉
が
守
護
と
現

　
地
の
守
護
代
を
執
り
結
ぶ
、
北
条
重
蒋
家
の
い
わ
ぽ
家
宰
的
な
地
位
に
あ
っ

　
た
武
士
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
推
測
さ
れ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
文
書
群
が
市

　
河
文
書
（
す
な
わ
ち
中
野
氏
）
に
伝
来
し
た
の
は
や
や
不
審
で
も
あ
る
が
、

　
本
文
書
の
端
裏
書
に
「
す
る
か
の
か
う
の
殿
御
け
ち
」
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、

　
や
は
り
当
事
者
に
は
下
知
状
の
替
り
、
も
し
く
は
下
知
状
に
添
付
さ
れ
る
形

　
で
下
付
さ
れ
た
も
の
か
。

〈
翻
刻
〉

　
『
信
濃
史
料
』
第
四
巻
二
七
～
八
頁
、
『
辮
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三
巻
八
頁
、

『
鎌
倉
遺
文
』
三
九
〇
八
号
、
『
大
日
本
史
料
』
第
五
編
之
五
－
二
九
七
頁
（
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
衛
力
）

だ
し
、
こ
こ
で
は
「
十
二
月
十
三
日
」
と
し
て
十
月
十
三
艶
美
に
掛
け
る
。
こ

の
理
由
は
不
明
だ
が
、
本
号
文
書
は
十
一
月
廿
八
日
分
の
前
号
文
書
を
受
け
た

も
の
な
の
で
、
衛
字
説
は
採
り
が
た
い
）
、

　
　
⑯
　
沙
弥
妙
蓮
榊
囎
自
筆
譲
状

（
輯
獲
磐
）

「
親
父
の
ゆ
つ
り
状
」

ゆ
つ
り
わ
た
す
そ
り
ゃ
う
の
事

な
か
の
・
し
く
み
二
か
う
の
う
ち
、
こ
・
ま
こ
に
わ
か
ち
た
る
た
・
さ
い
け
の

ほ
か
、
そ
う
ち
と
ふ
し
き
を
二
郎
た
々
よ
し
を
ち
ゃ
く
し
に
た
て
公
算
く
た
し

ふ
み
と
も
、
ほ
ん
も
ん
そ
あ
い
そ
へ
て
、
え
い
た
い
を
か
き
り
て
ゆ
つ
り
わ
た

し
を
は
ぬ
、
太
郎
み
つ
な
り
ハ
お
や
の
こ
々
ろ
を
そ
む
く
ゆ
へ
、
そ
の
き
り
ゃ

う
に
あ
ら
さ
る
ゆ
ヘ
ニ
ち
ゃ
く
し
に
た
て
さ
る
也
、
も
し
、
そ
せ
う
を
い
た
さ

ん
に
を
き
て
ハ
、
た
々
よ
し
か
申
さ
ん
む
ね
を
め
う
れ
ん
か
申
上
お
き
候
よ
し
、

よ
に
も
お
ぼ
し
め
し
去
て
、
御
せ
い
は
い
候
は
ん
た
め
に
、
ゆ
つ
り
さ
う
く
た

ん
の
こ
と
し

　
　
　
　
（
　
一
　
二
　
四
　
九
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
鍔

　
　
け
ん
ち
ゃ
う
く
わ
ん
ね
ん
十
二
〇
十
五
日
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
み
め
う
れ
ん

〈
漢
字
仮
名
交
り
文
〉

譲
り
渡
す
所
領
の
事

中
野
・
志
久
見
二
郷
の
う
ち
、
子
孫
に
分
ち
た
る
田
在
家
の
ほ
か
、
惣
地
頭
職

を
ハ
ニ
郎
忠
能
を
嫡
子
に
立
て
〉
、
御
下
文
と
も
本
文
書
相
添
へ
て
、
永
代
を

限
り
て
譲
り
渡
し
了
ぬ
、
太
郎
み
つ
成
ハ
親
の
心
を
そ
む
く
故
、
そ
の
器
量
に

あ
ら
ざ
る
故
二
、
嫡
子
に
立
て
ざ
る
也
、
も
し
訴
訟
を
致
さ
ん
に
を
き
て
ハ
、

忠
能
が
申
さ
ん
旨
を
、
妙
蓮
が
申
上
げ
置
き
候
ふ
由
、
よ
に
も
思
召
し
候
て
、

御
成
敗
候
は
ん
た
め
に
譲
状
件
の
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
建
長
元
年
十
二
〇
十
五
日
　
　
（
花
押
）
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沙
弥
妙
蓮

〈
語
註
V

さ
い
け
　
在
家
。
中
世
に
お
い
て
公
事
を
負
担
す
る
百
姓
が
所
有
す
る
家
。
十

　
一
世
紀
頃
か
ら
形
成
さ
れ
た
中
世
的
所
領
の
な
か
で
、
国
衙
や
荘
園
領
主
が

　
所
領
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
生
産
物
（
雑
公
事
）
や
労
役
を
賦
課
（
在
家
役
徴

　
収
）
す
る
対
象
と
し
た
、
公
民
掘
握
の
た
め
の
基
本
的
単
位
の
一
つ
。
畿
内

　
近
国
で
は
年
貢
と
公
事
の
統
一
的
収
取
を
め
ざ
す
百
姓
名
が
編
成
さ
れ
た
の

　
に
対
し
て
、
在
家
は
東
国
・
南
九
州
な
ど
の
辺
境
地
で
よ
り
多
く
み
ら
れ
た
。

　
志
久
兇
郷
に
は
3
7
号
文
書
の
元
享
元
年
十
月
解
文
B
市
河
子
房
譲
状
に
所
見

　
す
る
「
ゆ
き
つ
ほ
（
雪
坪
）
の
在
家
」
が
あ
っ
た
ほ
か
、
現
存
地
名
と
し
て

　
「
柳
在
家
し
（
栄
村
）
が
残
る
。

そ
う
ち
と
う
し
き
惣
地
頭
職
。
こ
こ
で
は
惣
領
地
頭
の
意
で
、
九
州
地
方
に

　
多
く
み
ら
れ
た
、
小
地
頭
に
対
す
る
い
わ
ゆ
る
惣
地
頭
と
は
異
な
る
。

ち
ゃ
く
し
　
嫡
子
。
家
督
を
継
ぐ
者
。
ま
た
、
そ
の
資
格
を
有
す
る
者
。
鎌
倉

　
時
代
に
は
嫡
出
・
庶
出
の
別
、
母
の
先
妻
・
後
妻
の
劉
、
あ
る
い
は
畏
男
・

　
次
男
・
養
子
等
の
別
な
く
、
兄
弟
の
中
で
最
も
器
量
の
良
い
者
を
立
て
る
の

　
が
通
例
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ん
く
げ
ん

ほ
ん
も
ん
そ
　
本
文
書
。
こ
こ
で
は
本
公
験
、
つ
ま
り
そ
の
土
地
に
関
す
る
権

　
利
の
存
在
を
証
明
し
た
代
々
の
証
文
の
こ
と
か
。
本
公
験
は
ふ
つ
う
手
継
証

　
文
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
連
続
し
た
文
書
群
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

み
つ
な
り
　
父
の
名
が
能
成
な
の
で
、
「
な
り
」
は
「
成
」
と
思
わ
れ
る
が
、

　
「
み
つ
」
の
字
は
不
明
。

き
り
ゃ
う
　
器
量
。
物
事
を
や
り
と
げ
る
だ
け
の
才
能
・
能
力
・
力
量
。

そ
せ
う
　
訴
訟
。
長
男
み
つ
成
が
嫡
子
に
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
不
満
に

　
思
っ
て
、
訴
訟
に
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
予
測
し
て
い
る
。

た
々
よ
し
か
申
さ
ん
む
ね
を
め
う
れ
ん
か
申
上
お
き
候
よ
し
　
「
（
み
つ
成
が

　
訴
訟
を
起
し
た
際
に
は
）
忠
能
が
論
人
と
し
て
主
張
す
べ
き
こ
と
を
、
妙
蓮

　
が
（
あ
ら
か
じ
め
）
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
の
で
、
こ
の
こ
と
を
（
よ
く
よ

　
く
お
考
え
に
な
っ
て
処
理
し
な
さ
い
）
」
と
い
っ
た
ほ
ど
の
意
味
か
。

よ
に
も
　
こ
こ
で
は
「
い
か
に
も
し
「
よ
く
よ
く
」
「
必
ら
ず
」
と
い
っ
た
意
か
。

お
ぼ
し
め
す
　
お
考
え
に
な
る
。

せ
い
は
い
　
成
敗
。
こ
こ
で
は
「
と
り
は
か
ら
う
」
意
。

さ
み
　
沙
弥
。
古
代
の
律
令
鰹
的
国
家
仏
教
の
も
と
で
は
、
出
家
（
得
度
）
し

　
て
か
ら
、
受
戒
に
よ
っ
て
正
規
の
僧
侶
（
比
丘
）
に
な
る
ま
で
の
段
階
の
身

　
分
を
指
す
語
で
あ
っ
た
が
、
平
安
期
以
降
は
次
第
に
、
家
督
を
譲
っ
た
あ
と

　
な
ど
に
剃
髪
し
た
だ
け
で
、
在
家
の
生
活
を
行
な
う
者
の
意
に
も
用
い
ら
れ

　
る
よ
う
に
な
っ
た
。
入
道
と
同
義
。
女
性
の
場
合
は
沙
弥
尼
。

め
う
れ
ん
　
妙
蓮
。
中
野
能
成
の
法
名
。
『
妙
法
蓮
華
経
』
（
法
華
経
）
に
基
づ

　
く
命
名
か
。

〈
翻
刻
〉

　
『
信
濃
史
料
』
第
四
巻
一
四
七
～
八
頁
、
『
簾
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三
巻
八

～
九
頁
、
『
鎌
倉
遺
文
』
七
一
四
九
号
、

働
　
将
軍
蘇
酒
家
政
所
下
文

将
軍
家
政
所
下
　
　
藤
原
忠
能

　
可
レ
令
二
早
領
知
｝
信
濃
手
中
野
西
浅
井
春
近
領
内
志
野
見
無
闇
駄
難
験
樋
門

九
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地
頭
職
事

右
、
西
願
難
レ
申
二
子
細
【
依
レ
無
二
其
需
品
任
二
亡
父
左
馬
允
能
成
法
師
搬
瀦
建
長
元

年
十
二
月
十
五
日
譲
状
講
田
道
、
爲
二
線
職
一
守
二
先
例
一
可
レ
致
二
沙
汰
一
之
状
、

所
レ
仰
如
レ
件
、
以
下

　
　
　
（
｝
二
五
二
）

　
　
強
～
長
四
年
十
二
月
廿
六
日
　
　
　
　
　
　
喪
主
　
　
清
原

令
左
衛
門
尉
藤
原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
家
事
清
原

㎝
燗
轡
田
陸
奥
守
平
朝
臣
　
（
花
押
）

　
　
相
模
守
平
朝
臣
（
花
押
）

〈
釈
文
〉

将
軍
家
政
所
下
す
　
　
藤
原
忠
能

　
早
く
領
知
せ
し
む
べ
き
信
濃
国
中
野
西
条
井
び
に
春
近
領
内
志
久
見
鷲
鼻
規
猷

　
　
頒
闘
城
船
駆
按
子
等
の
地
頭
職
の
事

右
、
西
願
子
細
を
申
す
と
い
へ
ど
も
、
其
の
謂
れ
無
き
に
依
っ
て
、
亡
父
左
馬

允
能
成
法
師
鰍
遡
建
長
元
年
十
二
月
十
五
日
譲
状
鞭
課
欄
響
に
任
せ
て
、
彼
の
職

と
し
て
先
例
を
守
り
、
沙
汰
致
す
べ
き
の
状
、
仰
す
る
所
縁
の
如
し
、
以
っ
て

下
す

　
　
建
～
長
四
［
年
十
二
月
廿
六
日
　
　
　
　
　
　
｛
条
・
王
　
清
原

令
左
衛
門
尉
藤
原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
家
事
清
原

別
当
陸
奥
守
平
朝
臣
（
花
押
）

　
　
栢
模
守
平
朝
臣
（
花
押
）

〈
語
註
〉

油
平
　
六
代
将
軍
の
宗
尊
親
王

（
＝
｝
四
二
～
七
四
、
在
職
は
＝
皿
五
二
～
六

　
六
）
。
後
嵯
峨
天
皇
の
子
。
建
長
四
年
（
＝
一
五
一
一
）
四
月
、
東
下
し
て
征

　
夷
大
将
軍
就
任
。
文
永
三
年
（
＝
地
謡
六
）
謀
反
を
企
て
た
（
『
北
条
九
代

　
記
』
）
と
の
理
由
で
職
を
追
わ
れ
帰
洛
、
の
ち
出
家
。

太
郎
入
道
西
願
　
忠
能
の
兄
で
、
前
号
文
書
の
「
み
つ
な
り
」
。
出
家
し
た
の

　
は
長
男
で
嫡
子
に
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

女
子
分
　
次
号
文
書
の
「
藤
原
氏
」
に
あ
た
る
人
物
。

建
長
元
年
十
二
月
十
五
日
譲
状
　
前
号
文
書
を
指
す
。

申
二
子
細
一
あ
れ
こ
れ
苦
情
・
不
満
を
言
い
た
て
る
。

不
調
　
具
合
の
悪
い
こ
と
、
不
都
合
な
こ
と
。
こ
こ
で
は
嫡
子
と
し
て
の
器
量

　
に
欠
け
る
意
。

清
原
　
清
原
氏
は
舎
人
親
王
の
子
孫
と
さ
れ
、
平
安
期
以
降
は
歌
人
を
輩
出
し
、

　
ま
た
明
経
道
を
家
業
と
し
て
、
局
務
を
世
襲
の
職
と
し
た
家
柄
。
鎌
倉
中
期

　
の
儒
学
者
と
し
て
知
ら
れ
た
清
原
教
隆
（
一
一
九
九
～
＝
一
六
五
、
助
教
仲

　
隆
の
子
）
は
寛
元
二
年
（
＝
一
四
四
）
頃
ま
で
に
鎌
倉
に
下
向
し
、
建
長
二

　
年
（
】
二
五
〇
）
将
軍
藤
原
頼
嗣
の
侍
講
と
な
り
、
同
四
年
（
ご
｝
五
二
）

　
か
ら
引
き
続
き
将
軍
首
玉
親
王
の
侍
講
を
勤
め
る
と
と
も
に
、
引
付
衆
の
一

　
員
に
も
な
っ
て
い
る
。
政
所
の
知
家
事
・
案
主
と
し
て
見
え
る
「
清
原
」
は

　
教
隆
、
も
し
く
は
そ
の
子
弟
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
2
9
号
文
書
で
は
令
の
職

　
に
就
い
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
な
お
、
教
隆
の
弟
子
に
は
北
条
実
時
が
お

　
り
、
金
沢
文
庫
創
設
は
彼
の
影
響
が
大
と
さ
れ
る
な
ど
、
鎌
倉
に
お
け
る
文

　
運
興
隆
に
尽
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。

令
左
衛
門
尉
藤
原
　
令
は
政
所
の
職
員
で
、
鵬
当
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
は
そ
の

　
筆
頭
の
地
位
に
あ
っ
た
。
将
軍
家
政
所
で
は
、
令
ま
た
は
別
当
の
う
ち
の
一

　
人
が
執
事
と
呼
ば
れ
、
政
所
の
事
務
を
専
管
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
建

0
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長
四
年
（
一
二
五
二
）
十
二
月
当
時
の
執
事
は
二
階
堂
行
瀬
で
あ
っ
た
こ
と

　
が
知
ら
れ
る
の
で
（
『
関
東
開
闇
皇
代
井
年
代
記
事
』
な
ど
。
在
職
は
元
仁

　
元
年
（
＝
三
四
）
～
建
長
五
年
目
＝
～
五
三
）
）
、
こ
の
「
藤
原
」
は
行
盛

　
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
た
だ
行
盛
の
当
蒔
の
官
途
が
「
民
部
大
夫
し
（
『
吾
妻

　
鏡
』
）
で
あ
っ
た
点
か
ら
す
る
と
難
が
あ
る
。
昌
昌
と
令
と
執
事
の
三
者
の

　
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
今
後
の
検
討
課
題
だ
ろ
う
。
い

　
ず
れ
に
し
て
も
、
署
判
ず
る
の
が
甥
当
の
両
名
（
執
権
・
連
署
）
の
み
で
、

　
令
を
始
め
知
家
事
・
案
主
の
花
押
が
な
い
こ
と
は
、
北
条
氏
の
独
裁
体
制

　
（
得
宗
専
制
）
の
確
立
を
示
唆
す
る
体
裁
の
文
書
と
言
え
よ
う
。

陸
奥
守
平
朝
臣
　
連
署
北
条
重
時
。
信
濃
守
護
の
ほ
か
若
狭
・
和
泉
の
守
護
職

　
を
兼
ね
、
宮
途
は
修
理
権
亮
・
駿
河
守
・
相
模
守
・
陸
奥
守
を
歴
任
。
寛
喜

　
二
年
（
一
二
三
〇
）
か
ら
六
波
羅
探
顯
…
を
勤
め
て
い
た
が
、
宝
治
合
戦
（
一

　
二
四
七
）
後
、
蒔
頼
に
招
か
れ
て
連
署
に
就
任
。
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）

　
従
四
位
上
に
叙
さ
れ
る
。

相
模
守
平
朝
臣
　
執
権
北
条
時
令
。
執
権
在
職
は
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）

　
～
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
。
相
模
守
補
佐
は
建
長
元
年
（
ご
一
四
九
）
六

　
月
。
位
は
正
四
位
置
。

〈
翻
刻
〉

　
『
信
濃
史
料
』
第
四
巻
　
八
三
～
鱈
頁
、

頁
、
『
鎌
愈
遺
文
』
七
五
〇
六
号

⑳
　
将
軍
一
己
家
政
所
下
文

㎜
　
　
将
軍
家
政
所
下
　
　
藤
原
正
康

ぢ
カ『
縮
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三
巻
九

　
可
レ
令
二
早
上
知
一
信
濃
國
中
野
郷
貫
屋
敷
壼
所
、
田
捌
段
㈱
鴨
熊
、
志
久
還
郷

　
　
内
宗
大
夫
田
在
家
監
事

右
、
任
二
祖
父
左
馬
允
能
成
正
月
三
五
日
射
籏
鷹
譲
状
㎝
、
可
レ
令
二
領
掌
｝
之
状
所
レ

仰
如
レ
件
、
以
下

　
　
　
（
一
二
五
二
）

　
　
建
長
四
年
十
二
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
案
主
　
清
原

令
左
衛
門
尉
清
原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
家
事
清
原

三
遍
陸
奥
守
平
朝
臣
（
花
押
）

　
　
相
模
守
平
朝
臣
（
花
押
）

〈
釈
文
〉

将
軍
家
政
所
下
す
　
　
藤
原
正
康

　
早
く
領
知
せ
し
む
べ
き
信
濃
国
中
野
郷
内
屋
敷
馬
所
、
田
捌
段
譲
鷲
定
、

　
　
志
久
晃
回
内
宗
大
夫
田
在
家
等
の
事

右
、
祖
父
左
馬
允
能
成
正
月
廿
五
曝
諾
菰
年
譲
状
に
任
せ
て
、
領
掌
せ
し
む
べ

き
の
状
、
仰
す
る
所
件
の
如
し
、
以
っ
て
下
す

　
　
建
長
四
年
十
二
月
廿
八
曝
　
　
　
　
　
案
主
　
清
原

令
左
衛
門
尉
清
原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
家
事
清
原

別
盗
陸
奥
守
平
朝
臣
（
花
押
）

　
　
相
模
守
平
朝
臣
（
花
押
）

〈
語
註
〉

藤
原
正
康
　
文
中
の
記
載
に
よ
っ
て
能
成
の
孫
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、

　
父
母
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
延
応
二
年
（
＝
一
四
〇
）
の
段
階
で

　
す
で
に
譲
状
を
得
て
い
た
点
か
ら
す
る
と
、
父
も
し
く
は
母
は
建
長
四
年
当

＝：
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時
、
生
存
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

屋
敷
　
や
し
き
。
屋
敷
地
と
も
醤
う
。
吉
代
の
「
宅
地
」
に
対
し
て
十
一
世
紀

　
頃
か
ら
用
い
ら
れ
る
用
語
。
家
屋
の
み
で
は
な
く
、
そ
れ
を
中
心
に
付
属
施

　
設
や
庭
園
、
さ
ら
に
は
田
畠
・
山
林
ま
で
を
含
み
込
ん
だ
、
自
分
の
権
限
の

　
及
ぶ
広
大
な
範
囲
を
指
す
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
「
堀
ノ

　
内
」
や
「
土
居
」
よ
り
も
や
や
広
い
概
念
で
、
在
地
領
主
層
の
開
発
拠
点
と

　
な
っ
た
区
域
で
あ
る
。
十
二
世
紀
頃
か
ら
は
百
姓
層
の
家
屋
を
指
す
事
例
も

　
現
わ
れ
て
く
る
が
、
こ
こ
で
は
藤
原
正
康
（
つ
ま
り
領
主
層
）
の
屋
敷
と
解

　
釈
す
べ
き
だ
ろ
う
。
補
註
参
照
。

弥
熊
作
定
　
弥
熊
は
中
野
郷
内
の
百
姓
（
作
入
層
）
。
「
作
意
」
は
こ
こ
で
は
、

　
佃
の
よ
う
な
領
主
趨
営
田
（
百
姓
に
請
作
さ
せ
る
）
に
対
し
て
、
百
姓
が
作

　
職
を
有
し
た
（
つ
ま
り
、
凝
霜
が
一
定
の
耕
作
権
を
有
し
た
）
田
の
こ
と
か
。

宗
大
夫
　
志
久
見
霜
雪
の
百
姓
（
作
人
層
、
在
家
の
居
住
者
）
。

正
月
廿
五
日
附
田
慮
　
伝
存
し
な
い
。
延
応
二
年
は
一
二
四
〇
年
。

〈
補
註
〉

屋
敷
と
在
家
　
　
『
長
野
県
史
通
史
編
』
第
二
巻
中
世
一
（
一
九
八
六
年
）
で
は
、

　
本
文
書
の
「
屋
敷
」
を
含
め
て
、
信
濃
関
係
の
中
世
文
書
に
所
見
す
る
「
屋

　
敷
」
を
在
家
と
同
義
に
解
釈
し
て
い
る
。
語
註
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
百
姓

　
層
の
家
地
が
屋
敷
と
表
現
さ
れ
る
例
は
十
二
世
紀
前
半
に
す
で
に
あ
り
（
例

　
え
ぽ
東
大
寺
文
書
、
保
延
四
年
七
月
三
田
散
位
葛
季
正
解
）
、
農
民
の
重
日

　
屋
敷
賛
在
家
と
い
う
理
解
は
一
般
的
に
み
ら
れ
な
い
わ
け
で
な
い
が
（
例
え

　
ば
『
新
田
町
誌
』
第
四
巻
＝
｝
エ
ハ
頁
以
下
）
、
こ
の
文
書
の
記
載
は
む
し
ろ
、

　
「
在
家
」
と
「
屋
敷
」
が
当
時
は
ま
だ
、
原
則
と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
す
根
拠
と
な
り
う
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
在
家
は
二

宇
」
と
数
え
る
の
に
対
し
て
屋
敷
は
二
処
」
と
数
え
、
「
在
家
役
」
と
い

う
語
が
あ
る
の
に
「
屋
敷
役
」
と
い
う
語
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
も
と
も

と
こ
の
二
つ
の
言
葉
は
概
念
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
翻
刻
〉

　
『
信
濃
史
料
』
第
四
巻
一
八
四
～
五
頁
、
『
襯
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三
巻
九

頁
、
『
鎌
倉
遺
文
』
七
五
〇
八
号

⑳
　
将
軍
綜
三
家
政
所
下
文

将
軍
家
政
所
下
　
　
藤
原
氏

　
可
レ
令
二
早
領
知
一
信
濃
國
中
野
西
條
内
田
伍
段
在
家
壼
宇
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
…
三
四
）

右
、
任
二
亡
父
馬
允
能
成
法
師
鰍
齢
去
天
福
二
年
十
月
廿
五
日
譲
状
井
舎
兄
忠
能

去
月
十
七
日
避
文
旨
ハ
可
レ
令
二
領
掌
一
之
状
所
レ
総
量
レ
件
、
以
下

　
　
　
（
｝
二
五
四
）

　
　
建
長
六
年
十
二
月
十
二
日
　
　
　
　
　
案
主
　
清
原

令
左
衛
門
少
尉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
家
事
清
原

別
轡
田
陸
一
奥
守
平
朝
臣
　
（
花
押
）

　
　
相
黛
俣
守
平
朝
臣
　
（
花
押
）

〈
釈
文
〉

将
軍
家
政
所
下
す
　
　
藤
原
氏

　
早
く
領
知
せ
し
む
べ
き
信
濃
国
中
野
西
條
内
田
伍
段
、
在
家
壼
宇
の
事

右
、
亡
父
馬
允
能
成
法
師
撮
脇
、
去
ぬ
る
天
福
二
年
十
月
廿
五
日
譲
状
、
井
び

に
舎
兄
忠
能
去
月
十
七
田
避
文
の
旨
に
任
せ
て
、
領
掌
せ
し
む
べ
き
の
状
、
仰

薫



す
る
所
、
件
の
如
し
、
以
っ
て
下
す

　
　
建
長
六
年
十
二
月
十
二
B

令
左
衛
門
少
尉

別
当
陸
奥
守
平
朝
臣

　
　
相
模
守
平
朝
臣

案
主
　
清
原

知
家
事
清
原
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〈
語
註
〉

藤
原
氏
　
忠
能
の
妹
の
一
人
。
1
9
号
文
書
の
「
女
子
分
」
に
あ
た
る
人
物
で
あ

　
る
。
忠
能
の
姉
妹
が
当
時
一
人
だ
け
だ
っ
た
と
す
れ
ぽ
、
2
2
号
文
書
に
忠
能

　
（
宝
蓮
）
の
「
妹
平
出
尼
」
が
見
え
る
の
で
、
こ
の
女
性
の
可
能
性
が
あ
ろ

　
う
。

天
福
二
年
十
月
廿
五
日
譲
状
　
伝
存
し
な
い
。
ち
な
み
に
、
譲
状
が
作
成
さ
れ

　
る
の
は
主
に
血
縁
関
係
内
で
譲
与
（
相
続
）
が
行
な
わ
れ
た
場
合
で
、
他
人

　
に
譲
渡
（
和
与
）
す
る
蒔
に
は
和
与
状
が
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
り
ぶ
み

去
十
七
日
避
文
　
伝
存
し
な
い
。
な
お
、
避
文
と
は
去
文
・
去
状
と
も
い
い
、

　
相
手
に
対
し
て
財
産
等
の
権
利
を
主
張
し
て
い
た
人
が
、
そ
れ
を
断
念
し
て
、

　
以
後
は
異
論
を
唱
え
な
い
旨
を
約
束
し
た
証
文
の
こ
と
を
い
う
。

〈
翻
刻
〉

　
『
信
濃
史
料
』
第
四
巻
二
〇
四
～
五
頁
、
筒
編
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三
巻
九

～
一
〇
頁
、
『
鎌
禽
遺
文
』
七
八
二
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
九
九
五
年
十
一
月
三
十
摂
　
受
理
）
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